
東
京
万
引
き
官
民
合
同
会

議
の
冒
頭
、
共
同
議
長
に
よ

る
万
引
き
防
止
対
策
「
モ
デ

ル
店
舗
」
の
認
定
証
交
付
、

高
橋
清
孝
・
警
視
庁
副
総
監

の
挨
拶
に
続
き
、
東
京
都
副

知
事
退
任
に
伴
い
東
京
都
青

少
年
・
治
安
対
策
本
部
の
樋

口
眞
人
本
部
長（
＝
写
真
①
）

が
「
東
京
都
で
は
警
視
庁
と

連
携
し
て
都
民
、
各
業
界
団

体
の
方
々
と
協
働
し
て
多
方

面
に
亘
り
犯
罪
抑
止
対
策
を

進
め
る
と
と
も
に
、
青
少
年

の
健
全
育
成
な
ど
様
々
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
17

年
６
月
に
は
石
原
都
知
事
を

会
長
と
す
る
〝
東
京
子
ど
も

応
援
協
議
会
〟を
設
置
し
た
。

こ
こ
に
は
取
組
み
と
し
て
４

つ
の
柱
が
あ
り
、
具
体
的
に

は
『
子
供
に
万
引
き
を
さ
せ

な
い
連
絡
協
議
会
』
の
運
営

な
ど
の
ほ
か
、
当
本
部
が
深

く
関
わ
り
を
も
つ
も
の
に

『
中
学
生
の
職
場
体
験
推
進

協
議
会
』、『
都
及
び
心
の
東

京
革
命
推
進
協
議
会
』
な
ど

３
つ
の
柱
が
あ
る
。
本
日
は

治
安
対
策
と
い
う
よ
り
、
青

少
年
の
健
全
育
成
、
子
ど
も

応
援
協
議
会
の
観
点
か
ら
３

点
、
話
を
し
た
い
。

ま
ず
、
子
供
に
万
引
き
を

さ
せ
な
い
連
絡
協
議
会
で

は
、
各
自
治
体
、
学
校
や
関

係
団
体
等
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
子
供
た
ち
だ
け
で

な
く
、
そ
の
保
護
者
に
対
し

て
も
万
引
き
防
止
の
た
め
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
て
い
る
。ま
た
、

子
供
た
ち
に
『
万
引
き
は
絶

対
に
し
て
は
な
ら
な
い
』
こ

と
を
教
え
る
指
導
資
料
、
ポ

ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等

の
作
成
、
教
育
委
員
会
等
と

も
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る
。
引
き
続
き
、
万
引

き
防
止
に
向
け
た
広
報
・
啓

発
活
動
を
進
め
て
い
く
が
、

我
々
大
人
が
子
供
の
万
引
き

を
社
会
全
体
で
絶
対
に
無
く

す
と
い
う
強
い
決
意
を
持
つ

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
事
業

主
の
方
々
に
も
子
供
た
ち
が

万
引
き
を
し
て
し
ま
う
環

境
・
誘
惑
を
無
く
し
、
或
い

は
誘
惑
を
遮
る
環
境
を
整
え

る
た
め
、
特
に
店
員
の
方
に

は
声
か
け
・
挨
拶
等
、
瀬
戸

際
で
子
ど
も
た
ち
の
万
引
き

を
防
ぐ
活
動
を
こ
れ
ま
で
も

熱
心
に
取
り
組
ん
で
頂
い
て

い
る
が
、
今
ま
で
以
上
の
努

力
を
お
願
い
し
た
い
。
そ
れ

に
関
連
し
て
、
中
学
生
の
職

場
体
験
推
進
で
は
、
最
近
子

供
た
ち
が
身
を
も
っ
て
体
験

す
る
機
会
が
乏
し
く
な
っ
て

お
り
、
創
造
力
の
欠
如
、
こ

れ
を
万
引
き
に
当
て
は
め
る

と
店
の
人
が
ど
れ
だ
け
（
経

済
的
な
ほ
か
精
神
的
に
）
傷

つ
く
か
、
と
い
う
事
に
思
い

が
至
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
心

も
体
も
大
き
く
変
化
す
る
時

期
の
中
学
生
に
地
域
の
商
店

や
事
業
所
で
の
職
場
に
よ
る

仕
事
を
体
験
を
す
る
こ
と

が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
人

と
交
流
し
、
様
々
な
経
験
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、

他
人
を
思
い
や
る
心
、
決
ま

り
を
守
る
事
、
社
会
に
参
加

す
る
事
等
の
意
義
を
学
ぶ
事

に
な
る
。
中
学
生
の
職
場
体

験
の
中
で
、
子
供
た
ち
に
万

引
き
（
は
犯
罪
と
い
う
こ

と
）
に
つ
い
て
き
め
細
か
く

教
育
し
て
頂
い
て
い
る
事

業
主
が
お
ら
れ
る
こ
と
も

承
知
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

受
け
入
れ
頂
く
各
産
業
団

体
や
様
々
な
事
業
所
に
お

い
て
大
変
な
御
負
担
を
強

い
て
い
る
こ
と
は
十
分
承
知

し
て
い
る
が
、
今
後
も
引
き

続
き
、
さ
ら
な
る
御
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

最
後
に
、
都
及
び
心
の
東

京
革
命
推
進
協
議
会
に
つ
い

て
は
、
こ
の
３
月
に
松
平
会

長
の
後
を
受
け
、
川
口
名
誉

会
長
に
ご
就
任
頂
き
、
情
報

発
信
力
を
高
め
る
こ
と
が
必

要
と
の
御
指
示
を
頂
い
た
。

心
の
東
京
革
命
と
は
子
供
た

ち
に
対
し
、
親
と
大
人
が
責

任
を
持
ち
正
義
感
や
倫
理

観
、思
い
や
り
の
心
を
育
み
、

人
が
生
き
て
い
く
上
で
の
当

然
の
心
得
を
伝
え
て
い
く
も

の
。
そ
れ
は
挨
拶
運
動
、
地

域
や
社
会
の
人
と
直
接
か
か

わ
り
を
持
ち
、
成
長
で
き
る

活
動
を
体
験
さ
せ
る
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
供
の
健
全

な
育
成
に
繋
が
る
活
動
を
進

め
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

大
人
は
何
が
で
き
る
の
か
。

今
、
何
を
な
す
べ
き
か
。
常

に
問
い
か
け
な
が
ら
、
子
供

に
万
引
き
を
絶
対
さ
せ
な
い

と
い
う
取
り
組
み
を
は
じ

め
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の

た
め
に
今
後
と
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
」と
代
読
し
た
。

そ
の
後
、
協
議
に
移
っ
た
。

◇河
合
潔
・
警
視
庁
生
活
安

全
部
長
（
＝
写
真
②
、
図
①
、

②
）
が
「
最
近
の
万
引
き
犯

罪
概
要
」
を
説
明
。

万
引
き
の
（
本
年
５
月
末

ま
で
の
）
取
扱
状
況
は
７
８

６
５
件
、
前
年
同
期
と
比
べ

件
（
０
・
２
％
）
減
少
し

19た
ほ
か
、
検
挙
件
数
も
５
５

２
９
件
、
同
じ
く
２
８
０
件

（
４
・
８
％
）
減
少
し
た
ほ

か
、
検
挙
・
補
導
人
員
に
つ

い
て
も
５
９
２
７
件
で
、
同

じ
く
４
０
３
件
（
６
・
４
％
）

減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
中
、

少
年
は
１
３
９
８
件
、
同
じ

く
４
５
６
件
（

・
６
％
）

24

減
少
、
成
人
は
３
０
２
０
件

で
同
じ
く

件
（
０
・
９
％
）

26

減
少
し
た
の
に
対
し
、
高
齢

者
は
１
５
０
９
件
、
前
年
同

期

件
（
５
・
５
％
）
増
加
。

79
依
然
と
し
て
高
止
ま
り
の
状

況
に
あ
り
、
今
後
と
も
優
先

的
に
規
制
や
取
り
締
ま
る
事

が
必
要
。
本
年
５
月
単
月
だ

け
を
見
る
と
、
認
知
件
数
は

増
加
。

次
に
都
内
に
お
け
る
万
引

き
認
知
件
数
と
検
挙
・
補
導

人
員
の
推
移
で
は
、
平
成
14

年
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
９

年
連
続
し
て
減
少
し
た
も
の

の
万
引
き
の
割
合
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
平
成

年
は

23

・
２
％
と
な
っ
た
。
こ
れ

10を
世
代
別
に
見
る
と
、
少
年

に
よ
る
万
引
き
は
平
成

年
11

以
降
減
少
し
て
き
た
が
、
平

成

年
に
再
び
増
加
し
、
平

21
成

年
が
４
３
２
２
件
で
全

23
体
の

・
５
％
を
占
め
た
ほ

29

か
、
高
齢
者
は
平
成

年
が

11

全
体
の
６
％
で
あ
っ
た
も
の

が
、
平
成

年
に
は

・
３

23

22

％
を
占
め
た
な
ど
、
高
止
ま

り
の
傾
向
に
あ
る
。
今
後
と

も
再
犯
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
警
視
庁
と
し
て
は
高
齢

者
に
よ
る
万
引
き
事
案
を
取

り
扱
う
際
は
家
庭
環
境
、
生

活
状
況
等
に
踏
み
込
ん
だ
再

犯
防
止
対
策
を
展
開
し
て
い

く
方
針
。

一
方
、「
業
界
に
対
す
る
万

引
き
防
止
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
」
に
お
い
て
は
、
東
京

万
引
き
防
止
官
民
合
同
会
議

の
業
界
団
体
を
通
じ
て
傘
下

の
都
内
会
員
に
対
し
て
調
査

を
実
施
し
、
１
５
３
事
業
所

か
ら
回
答
が
あ
っ
た
も
の
。

全
件
届
出
に
つ
い
て
は
、
平

成

年

月
以
降
か
ら
お
願

21

11

い
し
た
が
、
万
引
き
犯
人
を

確
保
し
た
場
合
、「
全
件
届
出

を
実
施
し
て
い
る
」
と
回
答

し
た
事
業
者
は

・
７
％（

64

99

社
）
あ
っ
た
半
面
、「
一
部
の

被
害
の
み
」
は

・
４

31

％
（

社
）、「
届
出
し

48

て
い
な
い
」
も
０
・
７

％
（
１
社
）
あ
り
、
そ

の
理
由
と
し
て
「
被
害

額
に
よ
る
」
と
の
回
答

が

・
７
％
（

社
）、

41

20

「
犯
人
の
態
度
に
よ

る
」が

・
５
％（

社
）。「
そ

37

18

の
他
」
と
回
答
し
た
事
業
者

（

・
６
％
・
８
社
）
が
届

16
出
し
な
い
理
由
と
し
て
「
幼

児
、
小
学
生
、
未
成
年
者
の

場
合
」と
の
回
答
も
あ
っ
た
。

当
事
者
は
全
て
被
害
者
で
あ

る
以
上
、
全
件
届
出
へ
の
取

り
組
み
を
是
非
お
願
い
し
た

い
。次

に
、「
警
察
署
に
対
す
る

『
万
引
き
の
取
扱
』
調
査
結

果
」
は
、
警
視
庁
が
１
１
０

番
通
報
を
受
け
た
万
引
き
事

案
に
お
け
る
始
末
書
ま
た
は

説
諭
処
分
と
し
た
実
態
調
査

で
あ
り
、管
内
全
警
察
署（
１

０
２
署
）
を
対
象
に
実
施
し

た
も
の
。

「
万
引
き
の
１
１
０
番
入
電

件
数
の
う
ち
、
説
諭
及
び
始

末
書
処
分
し
た
件
数
」
は
、

平
成

年
は
入
電
数
９
６
６

22

８
件
、
う
ち
説
諭
処
分
が
10

％
（
９
５
４
件
）、
始
末
書
処

分
が
８
％（
７
８
１
件
）。
平

成

年
は
入
電
９
６
４
４

23
件
、
う
ち
説
諭
処
分
が
８
％

（
７
９
２
件
）、始
末
書
処
分

が

％（
９
３
９
件
）。
そ
の

10
理
由
と
し
て
、
平
成

年
は

22

「
店
側
が
被
害
届
を
提
出
し

な
い
」
が

％
（
１
２
０
２

69

件
）、
平
成

年
は

％
（
１

23

79

３
６
６
件
）
と
微
増
。
こ
の

ほ
か
、「
知
的
障
害
が
あ
る
か

ら
」
や
「
認
知
症
で
あ
る
か

ら
」な
ど
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

万
引
き
の
取
扱
で
「
店
側
が

被
害
届
を
提
出
し
な
い
」
理

由
と
し
て
、平
成

年
は「
被

22

害
者
が
被
害
品
を
買
い
取
っ

た
た
め
」
が

％
（
４
７
８

38

件
）、
次
い
で
「
被
害
額
が
僅

少
な
た
め
」
が

％
（
３
５

30

７
件
）、
平
成

年
で
は
「
被

23

害
者
が
被
害
品
を
買
い
取
っ

た
た
め
」
が

％
（
４
７
８

35

件
）、「
被
害
額
が
僅
少
な
た

め
」
も

％
（
３
８
０
件
）

28

あ
り
、
当
初
一
番
懸
念
さ
れ

た
「
被
害
届
の
提
出
に
時
間

が
か
か
る
」
が
一
番
低
く
な

っ
た
（
９
％
）。

「
１
１
０
番
通
報
の
み

で
、
全
件
届
出
に
協
力
し
な

い
店
舗
」
に
つ
い

て
は
、「
な
い
」
は

％
（

件
）、「
あ

81

83

る
」
は

％
（

15

15

件
）
あ
り
、
ま
だ

一
部
浸
透
し
て
い

な
い
こ
と
も
あ

り
、
万
引
き
防
止

を
推
進
す
る
た
め

に
も
是
非
、
御
協

力
を
お
願
い
し
た

い
。次

に
、
業
界
に

対
す
る
万
引
き
防

止
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
に
お
い
て

「
警
察
官
の
書
類

作
成
に
係
る
時

間
」
に
つ
い
て
の

問
い
で
、「
変
化
な

し
」
は

・
２
％

71

（
１
０
９
社
）、「
短
縮
さ
れ

た
」
が

・
３
％
（

社
）

20

31

あ
っ
た
ほ
か
、「
以
前
よ
り
時

間
が
掛
か
っ
て
い
る
」も
０
・

７
％
あ
っ
た
。
ま
た
、「
処
理

に
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
負

担
を
感
じ
る
か
」
と
の
問
い

で
、「
１
時
間
」
が

・
６
％

53

（

社
）、「
２
時
間
」
は

・

82

19

６
％（

社
）、「

分
」も

・

30

30

12

４
％
あ
り
、
今
後
も
書
類
作

成
の
簡
素
化
等
を
目
指
し
て

い
く
方
針
。

次
に
、
東
京
万
引
き
防
止

官
民
合
同
会
議
等
に
お
け
る

取
扱
等
に
つ
い
て
で
は
、「
万

引
き
防
止
連
絡
会
を
知
っ
て

い
る
か
」
と
の
問
い
で
「
知

っ
て
い
る
」と
の
回
答
は

・
44

４
％
（

社
）
と
非
常
に
低

68

く
、
ま
た
、
知
っ
て
い
る
と

回
答
し
た
中
、
万
引
き
連
絡

会
に
「
加
入
し
て
い
な
い
」

と
の
回
答
が

・
２
％
（

63

43

社
）
あ
り
、
関
係
団
体
に
お

い
て
は
傘
下
の
団
体
に
対
す

る
周
知
を
お
願
い
し
た
い
。

更
に
「
毎
月

日
を
万
引
き

20

ゼ
ロ
の
日
と
し
っ
て
い
る

か
」
と
の
問
い
で
は
、「
知
っ

て
い
る
」
が

・
３
％
（

35

54

社
）、ま
た
知
っ
て
い
る
と
回

答
し
た
中
、
万
引
き
ゼ
ロ
の

日
に
「
参
加
し
た
こ
と
が
あ

る
」は

・
８
％（
８
社
）、「
参

14

加
し
た
こ
と
が
な
い
」は

・
85

２
％
（

社
）
も
あ
り
、
更

46

に
積
極
的
な
取
組
を
行
っ
て

い
く
た
め
、
傘
下
の
団
体
に

お
い
て
は
参
加
、
ま
た
は
啓

発
を
お
ね
が
い
し
た
い
。

ま
た
、
東
京
万
引
き
官
民

合
同
会
議
の
内
容
を
ど
の
よ

う
に
周
知
し
て
い
る
か
に
つ

い
て
、「
特
に
何
も
し
て
い
な

い
」
が

・
４
％
（
１
２
３

80

社
）
あ
り
、
機
関
紙
等
を
通

じ
た
周
知
・
啓
発
を
お
ね
が

い
し
た
い
。

最
後
に
、
万
引
き
防
止
の

為
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
事
例

を
紹
介
す
る
と
、
府
中
警
察

署
管
内
に
「
万
引
き

を
と

め
隊
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
あ
り
、
防

犯
協
会
婦
人
部
が
中
心
と
な

り
、
約

名
の
女
性
で
結
成

40

し
、
毎
月
、

日
の
街
頭
キ

20

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
日
野
市
商
工
会
会

長
を
会
長
と
す
る
、
日
野
商

工
会
会
員
、
日
野
市
商
店
連

合
会
会
員
、
コ
ン
ビ
ニ
等
40

名
で
結
成
し
た
「
日
野
万
引

き
防
止
連
絡
協
議
会
」
は
、

同
じ
く
毎
月

日
に
街
頭
キ

20

ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
幅
広
い
活
動
を
実
施
し

て
お
り
、
現
在
は

名
ま
で

52

増
員
、
加
盟
店
に
よ
る
全
件

届
出
の
成
功
等
を
実
施
し
て

い
る
。

そ
の
後
、
各
委
員
会
に
よ

る
取
組
を
報
告
。

◇
□
松
下
・
総
務
委
員
会
委
員

長
（
警
視
庁
生
活
安
全
総
務

課
長
）
か
ら
は
、「
第
３
回

『
万
引
き
追
放
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ

Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
昨
年

７
月

日
、
日
比
谷
公
会
堂

25

を
会
場
に
開
催
。
万
引
き
防

止
用
映
画
Ｃ
Ｍ
上
映
、
万
引

き
防
止
対
策
公
開
講
座
、
万

引
き
防
止
音
楽
劇
、
第
２
回

『
万
引
き
防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
』
を
昨
年

月
６
日
、
東

11

商
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
。

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
こ

と
」
を
報
告
。

□
吉
田
・
広
報
委
員
会
委
員

長
代
理
（
日
本
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
協
会
安
全
対

策
委
員
長
）
か
ら
は
、「「
万

引
き
防
止
広
報
用
ポ
ス
タ

ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
」。

シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
目

立
つ
色
使
い
で
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
ポ

ス
タ
ー

万
枚
、
リ
ー
フ
レ

26

ッ
ト

万
枚
を
作
製
。
関
係

20

業
界
・
団
体
及
び
警
察
署
等

へ
配
布
し
、
万
引
き
被
害
の

多
い
小
売
店
舗
等
に
掲
示
す

る
ほ
か
、
万
引
き
防
止
連
絡

会
の
講
習
会
や
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
活
用
。「
万
引
き
防

止
対
策
『
モ
デ
ル
店
舗
』
広

報
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と

し
て
７
月

日
、
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ

20

Ｕ
Ｙ
Ａ
１
０
９
に
お
い
て
式

典
や
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
、
万
引
き
防
止
広
報

用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布

す
る
ほ
か
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど

で
広
報
す
る
こ
と
」
―
な
ど

を
報
告
。

□
増
井
・
調
査
研
究
委
員
会

委
員
長
（
新
日
本
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会
）「
古
物
商

等
に
対
す
る
犯
罪
イ
ン
フ
ラ

対
策
の
推
進
状
況
」と
し
て
、

万
引
き
を
は
じ
め
と
す
る
財

産
犯
に
被
害
品
（
不
正
品
）

の
処
分
先
と
し
て
利
用
さ
れ

る
可
能
性
が
高
い
古
物
商
等

に
対
し
、
指
導
・
監
督
を
強

化
し
、
不
正
品
が
処
分
さ
れ

に
く
い
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、３
月

日
以
降
、

16

当
分
の
間
、
古
物
商
等
に
対

す
る
保
護
者
同
意
書
な
し
で

の
青
少
年
に
よ
る
提
出
や
利

益
確
保
優
先
に
よ
る
法
令
遵

守
の
徹
底
の
た
め
の
指
導
・

取
締
り
を
実
施
。
ま
た
、
６

月
４
日
に
は
警
視
庁
に
て
都

内
古
物
業
者
、
関
係
団
体
等

約

業
者
を
交
え
た
適
正
な

60
古
物
営
業
の
確
保
に
向
け
た

連
絡
会
議
の
実
施
、更
に「
万

引
き
被
疑
者
に
関
す
る
実
態

調
査
」
と
し
て
、
今
年
４
月

２
日
か
ら
当
分
の
間
、
各
警

察
署
で
取
扱
っ
た
万
引
き
被

疑
者
を
対
象
に
犯
行
日
時
、

場
所
、
共
犯
者
、
万
引
き
被

疑
者
等
の
人
定
事
項
、
生
活

態
度
、
動
機
、
原
因
、
再
犯

や
罪
の
意
識
、
規
範
意
識
な

ど
に
つ
い
て
調
査
し
、
１
年

毎
に
公
表
す
る
。
更
に
「
高

齢
者
に
対
す
る
万
引
き
防
止

対
策
」
に
つ
い
て
、
万
引
き

し
た
理
由
の
多
く
が
『
安
い

も
の
だ
か
ら
許
さ
れ
る
』
と

か
『
お
金
を
払
え
ば
済
む
』

と
い
っ
た
安
易
傾
向
に
あ
る

ほ
か
、
独
居
等
で
近
隣
に
相

談
相
手
が
い
な
い
と
か
、
近

所
付
き
合
い
を
し
な
い
者
が

多
く
、
再
犯
防
止
対
策
と
し

て
訓
戒
カ
ー
ド
活
用
、
防
犯

教
室
、
街
頭
防
犯
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
等
へ
の
参
加
勧
誘
、
更

に
は
娯
楽
・
食
事
会
・
健
康

増
進
教
室
等
へ
の
参
加
促

進
、
職
業
斡
旋
等
の
窓
口
紹

介
、
環
境
美
化
活
動
や
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
等
へ
の
参

加
促
進
等
を
通
じ
、
規
範
意

識
の
向
上
を
図
る
。
ま
た
、

今
年
度
中
に
高
齢
者
対
策
用

ビ
デ
オ
を
制
作
中
」
―
で
あ

る
こ
と
を
報
告
。

□
近
藤
・
防
犯
設
備
委
員
会

（
日
本
チ
ェ
ー
ン
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
協
会
副
会
長
）
か
ら

は
、「「
万
引
き
防
止
対
策「
モ

デ
ル
店
舗
」
認
定
制
度
に
お

け
る
申
請
・
認
定
状
況
」
と

し
て
、
３
月
１
日
か
ら
モ
デ

ル
店
舗
の
申
請
を
実
施
し
、

７
団
体

店
舗
（
５
月

日

38

31

ま
で
）か
ら
の
申
請
が
あ
り
、

大
田
区
内
の
Ｓ
Ｍ
・
Ｃ
Ｖ
Ｓ
、

豊
島
区
内
の
大
型
書
店
、
渋

谷
区
内
の
大
型
複
合
店
舗
、

中
野
区
内
の
百
貨
店
を
対
象

に
ソ
フ
ト
面
・
ハ
ー
ド
面
の

審
査
、
及
び
地
域
の
絆
づ
く

り
審
査
を
実
施
し
、
認
定
４

店
舗
、
１
店
舗
は
不
認
定
と

し
た
こ
と
。
今
後
、
認
定
要

領
等
（
申
請
受
付
・
審
査
等
）

に
つ
い
て
防
犯
委
員
会
等
で

検
討
す
る
」―
こ
と
を
報
告
。

□
若
松
・
教
育
研
修
委
員
会

委
員
長
（
日
本
コ
ン
パ
ク
ト

デ
ィ
ス
ク
・
ビ
デ
オ
レ
ン
タ

ル
商
業
組
合
専
務
理
事
）
か

ら
は
、「
第
３
回
『
万
引
き
防

止
の
た
め
の
防
犯
責
任
者
養

成
講
座
』
を
３
月
６
日
に
東

京
商
工
会
議
所
で
開
催
し
、

万
引
き
防
止
対
策
『
モ
デ
ル

店
舗
』
認
定
制
度
、
万
引
き

防
止
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
防

犯
環
境
設
計
基
準
、
理
解
度

（
１
面
か
ら
続
く
）

樋
口
眞
人
・
東
京
都
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
長
挨
拶

河
合
潔
・
警
視
庁
生
活
安
全
部
長
が
「
最
近
の
万
引
き
犯
罪
概
要
」
説
明

各
委
員
会
か
ら
取
組
み
等
も
報
告

テ
ス
ト
な
ど
の
講
義
、
捕
捉

時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
＆
地
域

の
絆
づ
く
り
等
を
行
い
、
受

講
修
了
証
を
交
付
し
た
」
ほ

か
、
引
き
続
き
、「
第
４
回

『
万
引
き
防
止
の
た
め
の
防

犯
責
任
者
養
成
講
座
』
を
９

月

日
に
東
京
商
工
会
議
所

10

を
会
場
に
開
催
す
る
予
定
。

ま
た
、
万
引
き
防
止
を
図
る

た
め
、
犯
罪
被
害
・
犯
罪
被

害
者
理
解
教
材
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

を
平
成

年
３
月
に
区
市
町

22

村
立
小
学
校
、
中
学
校
な
ど

に
配
布
し
た
ほ
か
、
万
引
き

防
止
指
導
資
料
（
提
示
用
イ

ラ
ス
ト
・

種
類
）
を
同
年

18

８
月
に
同
じ
く
小
中
学
校
等

に
配
布
し
た
」―
事
を
報
告
。

◇そ
の
後
、
自
治
体
の
取
組

と
し
て
「
新
宿
区
に
お
け
る

万
引
き
防
止
対
策
」
を
同
区

危
機
管
理
課
安
全
安
心
対
策

担
当
副
参
事
（
＝
写
真
③
、

④
）
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、
そ
の
後
、
出
席
者

一
同
に
よ
る
意
見
交
換
も
行

わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が

さ
れ
、
最
後
に

方
清
・
日

本
小
売
業
協
会
会
長
（
＝
写

真
⑤
）
が
「
通
報
だ
け
に
留

ま
ら
ず
、
何
と
か
未
然
に
万

引
き
を
防
止
す
る
合
意
法
が

あ
り
、実
施
し
て
頂
き
た
い
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
結
果
で

分
か
っ
た
こ
と
は
、
万
引
き

犯
に
つ
い
て
の
規
範
意
識
は

そ
れ
ほ
ど
低
下
し
て
お
ら

ず
、
世
の
中
の
環
境
が
急
激

に
変
化
し
て
き
て
お
り
、
そ

の
中
で
何
と
か
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
知
恵
を
出
し
て
い

き
た
い
。
日
本
更
生
保
護
協

会
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る

『
厚
生
保
護
』
と
い
う
月
刊

本
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
小
学
生
の
作
文
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、『（
～
中

略
～
）
犯
罪
を
な
く
す
に
は

罰
を
厳
し
く
す
る
こ
と
も
必

要
だ
が
、
そ
れ
は
相
手
が
悪

い
事
を
し
て
か
ら
の
後
工
程

で
、
悪
い
事
を
す
る
前
に
犯

罪
者
に
な
る
前
に
そ
の
人
を

助
け
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
挨
拶
や
声
か
け
等
、
一

人
一
人
の
行
動
は
小
さ
い

が
、
皆
で
広
げ
、
毎
日
続
け

れ
ば
お
互
い
が
気
に
か
け

る
、
温
か
く
親
し
み
の
あ
る

社
会
を
作
る
力
に
な
る
。
こ

う
し
た
社
会
で
は
犯
罪
も
き

っ
と
な
く
な
る
と
思
う
』
と

い
う
心
の
清
ら
か
さ
が
表
現

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
甚
く

感
動
し
た
。
是
非
、
も
う
一

度
原
点
に
立
ち
返
り
、
末
端

に
至
る
一
つ
一
つ
の
場
面
で

そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
し
な
が
ら

万
引
き
防
止
対
策
を
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」と
総
括
し
、

閉
会
し
た
。
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